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要約 

 北海道沿岸のヒラメ漁獲量は 1960 年代に年間 2,000 トンを越えたものの、1970 年以降

は減少し続け、1980 年代には 500 トン前後となった。1996 年から増加が続き、2000 年に

は 1,238 トンとなった。しかし、2001 年に 859 トンまで減少し、以降 2002 年に 703 ト

ン、2003 年には 835 トンと変動しつつも横ばいで推移している。最近 20 年の漁獲量から

2003 年の資源水準は中位であると判断された。また 2001 年以降の建網漁業のＣＰＵＥの

推移から資源動向は横這いと判断された。平成１６年ＡＢＣ算定規則 2－1)に従って ABC

を算出した。2001 年以降資源状態は横ばいであることから 2005 年の ABClimit＝2001～

2003 年の平均漁獲量×γ（＝1.0）とし、ABCtarget＝ABClimit×α（＝0.8）とした。  

 

要約表 

 

 2005 年 ABC 資源管理基準 F 値 漁獲割合 

ABClimit 800 トン 1.0 Cave 3-yr － － 

ABCtarget 640 トン 0.8 ABClimit － － 

ABC の 10 トン未満を四捨五入して表示した。 

 

年 資源量 漁獲量（トン） F 値 漁獲割合 

2001 －   859 － － 

2002 －   703 － － 

2003 －   835（暫定値） － － 

 

水準：中位  動向：横ばい 

 

 

１．まえがき 

 ヒラメは北海道沿岸においては、主に日本海と津軽海峡に分布し、刺し網、底建網等の

定置網、釣り、沖合底びき網などにより漁獲される。本海域の 2000 年のヒラメ漁獲量は

1,238 トンであり、我が国のヒラメ全漁獲量の約 16％を占めた。2001 年・2002 年・2003

年の漁獲量はそれぞれ 859 トン・703 トン・835 トン（暫定値）で、変動しつつも横ばい

で推移している。 

 1996 年から本格的に放流されている種苗が、1998 年以降加入して漁獲対象になってい

  



ると考えられる。なお、北海道では未成魚保護のための資源管理協定によって全長 35 cm

未満の個体の漁獲制限を実施している。 

 

２．生態 

（１）分布・回遊 

 北海道のヒラメは宗谷支庁オホーツク海側から日本海、津軽海峡をへて胆振・日高支庁

にまで分布している（図１）。標識放流試験の結果によると（坂本・中道 1974）、本種

は 6月頃から北方向へ、11 月頃から南方向へ移動する傾向を示すと考えられる。 

（２）年齢・成長 

 北海道におけるヒラメの年齢・成長関係は道央日本海海域において図２に示すとおりで

あり、雌は雄に比較して成長が速く６歳で全長は 60cm を越える。 

（３）成熟・産卵生態 

 ・年齢別成熟割合 

 北海道立中央水産試験場の調査結果によると、ヒラメの成熟開始年齢は雄が２歳、雌が

３歳、50%成熟年齢は雄が２歳、雌が３歳である。 

 ・産卵場・生態 

 北海道におけるヒラメの産卵場は水深 20～50ｍの海域で産卵期は 6～8月である。 

（４）被捕食関係 

 ヒラメの餌生物は成長とともに変化する。仔稚魚期には動物プランクトン、着底期には

アミ類を主な餌とする。未成魚・成魚の主な餌は魚類・エビ類・イカ類等である。 

 

３．漁業の状況 

（１）主要漁業の概要 

 北海道沿岸のヒラメは主に日本海と津軽海峡において、底建網等の定置網、刺し網、釣

り、沖合底びき網などで漁獲される。漁獲量は 6～7 月に多く、10～12 月にも増加する。

6～7月には水深 20～50ｍの海域で、10～12 月には水深 50～120ｍの海域で漁獲される。 

（２）漁獲量の推移 

 北海道沿岸のヒラメ漁獲量の推移は数年単位の増減を繰り返しつつ、1960 年代以降

1985 年～1990 年までは減少、以降は横ばい～緩やかな増加の傾向がみられる。漁獲量は

1960 年代に年間 2,000 トンを越えたものの、1970 年以降は減少し続け、1980 年代には

500 トン前後となった。1996 年から増加が続き 1998 年～2000 年には 1,000 トンを超過

し、2000 年には 1,238 トンに達した。この３年間をピークとして、漁獲量は 2001 年に

859 トンまで減少し、以降は 2002 年 703 トン・2003 年 835 トン（暫定値）と変動しつつ

横ばいで推移している（表１、図３）。 

 

４．資源の状態 

（１）資源評価方法 

  北海道におけるヒラメの資源評価は、漁獲量とＣＰＵＥとをもとにして行った。 

（２）ＣＰＵＥ・資源量指数 

  



 底建網（定置網の一種）漁業におけるヒラメのＣＰＵＥを底建網の漁獲努力量として着

業数（底建網の設置数）を用いて計算し、結果を表２と図５～６とに示した。底建網漁業

によるヒラメの漁獲量は全体の約 32%（1998～2002 年の平均値）を占めており、その推移

は全漁獲量の推移と概ね一致している（図４，５）。1988 年以降のＣＰＵＥは数年単位

で増減を繰り返しつつ、全体としては横ばい～緩やかな増加の傾向を示している（表２・

図５～６）。近年の底建網漁業のＣＰＵＥの推移は 2000 年にピークに達した後に 2001 年

に減少、以降 2001 年～2002 年は横ばいであった。 

（３）漁獲物の全長組成の推移 

 漁獲量を漁期年度（8/1～翌 7/31）で集計し、漁獲量の多い 5～7 月と 10～12 月に測定

された全長組成を使って全長階級別漁獲尾数を推定した（図 7）。1989 年度以降の総漁獲

尾数は 1991 年度をピークに 1994 年度まで減少傾向であったが、その後は増加傾向となり

1999 年度には全長 430mm 以下の階級に属する個体が例年に比べて多くなり 237 万尾に達

した。その後再び減少し、2002 年度は 99 万尾であった。2002 年度の全長組成は，漁獲量

が同レベルの年度と比べて、大きな変化は見られない。 

（４）資源水準・動向の判断 

  最近 20 年間の漁獲量からみて 2003 年の資源水準は中位と判断される。全長組成に大き

な変化がない（図７）ことから、新規加入量が顕著に変化するとは考えられない。さらに

2000 年～2001 年の減少後、2001 年・2002 年とＣＰＵＥは横ばいであり、また 2001 年以

降の漁獲量も変動しつつも横ばいであることから（表２・図５～６）、資源動向は横ばい

と考えられる。 

 

５．資源管理の方策 

（１）資源の変動要因 

 北海道におけるヒラメ資源の変動要因はよく知られていない。北海道では北海道栽培漁

業振興公社が中心になって 1996 年から毎年 150 万尾～280 万尾のヒラメ種苗放流を行っ

ている（図８）。また、同公社は北海道立水産試験場と共同で放流効果調査を行ってい

る。2002 年（1～12 月）の混獲率は北部海域で 6.8％・南部海域で 10.1％となり、累積回

収率は 1996・1997 放流年級で 1.98～5.50％となった。今後放流魚の割合が増加するにつ

れて、資源の動向に影響すると考えられる。資源添加効率を求めて資源評価に反映させる

ため、放流魚の混獲率・回収率等の調査を今後も継続していく。なお、北海道におけるヒ

ラメ貧血症の確認事例は少なく、ヒラメ資源への影響は軽微と考えられる。 

（２）資源管理目標 

  資源状態は中位であり、1980 年代後半からの資源動向は数年単位の増減を繰り返しつ

つ全体としては横ばい～微増傾向である。近年の資源動向は 2000 年にピークを示し 2000

年～2001 年に減少、以降は横ばいである。予防的措置として漁獲量を抑制することが望

ましい。また、現在実施されている未成魚保護の資源管理協定（全長 35 ㎝未満の漁獲制

限）の遵守を徹底し、成長乱獲を抑制する。 

 

６．2005 年 ABC の算定 

  



（１）資源評価のまとめ 

 情報としては漁獲量とＣＰＵＥ（資源量指標値として）とが利用可能である。漁獲量か

ら推定される資源状態は過去 20 年間のデータから中位と判断された。また 2001 年以降の

ＣＰＵＥが横ばいに推移することから近年の資源動向は横ばいであると考えられた。予防

的措置として漁獲量を抑制することが望ましい。また、現在実施されている未成魚保護の

資源管理協定（全長 35 ㎝未満の漁獲制限）の遵守を徹底し、成長乱獲を抑制する 

（２）2005 年ＡＢＣの設定 

 2003 年の資源水準は中位であると判断された。資源状態を測る指標値として底建網漁

業のＣＰＵＥが得られている。このＣＰＵＥの 2001 年以降の推移から資源動向は横ばい

と判断された。ABC の算出には平成１６年ＡＢＣ算定規則 2－1)を適用した。ABClimit の

算出には、1998 年～2000 年の資源量ピーク時の値は過大評価を避けるために使用せず、

減少後横ばいで推移した 2001 年～2003 年の３年間の漁獲量平均値を使用し、資源状態が

横ばいであることからγ=1 とし、2005 年の ABClimit＝2001～2003 年の平均漁獲量×γ

（γ=1）とした。ABCtarget 算出にあたっては、予防的措置のための係数αとして標準値

0.8 を与え、ABCtarget＝ABClimit×0.8 とした。  

 

 2005 年 ABC 資源管理基準 F 値 漁獲割合 

ABClimit 800 トン 1.0 Cave 3-yr － － 

ABCtarget 640 トン 0.8 ABClimit － － 

ABC の 10 トン未満を四捨五入して表示した。 

 

（３）ABC の再評価 

 

評価対象年 

（当初・再評価）

管理基準 資源量 ABClimit

（トン）

ABCtarget 

（トン） 

漁獲量 

（トン） 

2003 年 

（当初） 

0.8 Cave 5-yr － 810 650  

2003 年 

（2003 年再評価） 

0.8 Cave 2-yr － 620 500 835 

2003 年 

（2004 年再評価） 

0.8 Cave 3-yr － 750 600 835 

2004 年 

（当初） 

0.8 Cave 2-yr － 620 500  

2004 年 

（2004 年再評価） 

1.0 Cave 3-yr － 800 640  

ABC の 10 トン未満を四捨五入して表示した。 

 

７．ABC 以外の管理方策への提言 

  



  現在実施されている未成魚保護の資源管理協定（全長 35 ㎝未満の漁獲制限）の遵守を

徹底・継続する。 
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図１ 北海道におけるヒラメの漁場図 
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図２ 道央のヒラメ年齢と全長の関係 

（北海道立中央水産試験場のデータをもとに作成） 
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図７ 日本海～津軽海峡海域におけるヒラメの全長別漁獲尾数 

道立中央水産試験場資料。漁期年 8月 1日～7月 31 日で整理。 

-370 階級は全長 250～370mm のグループ。 
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図８ ヒラメ放流尾数の推移 

（北海道栽培漁業振興公社調べ） 

  




